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北野雅之, 吉田真誠, 蘆田玲子, 喜多絵美里, 潟沼朗生, 糸井隆夫, 三方林太郎, 西川健一郎, 松林宏行, 高山敬子, 加
藤博也, 竹中　完, 植木　亨, 川嶌洋平, 中井陽介, 橋元慎一, 重川　稔, 根引浩子, 津村英隆, 岡部義信, 良沢昭銘, 原
田宜幸, 美登路　昭, 佐々木民人, 保田宏明, 三浦夏希, 池本哲也, 小澤栄介, 塩路和彦, 山口　厚, 奥薗　徹, 森山一

郎, 久居弘幸, 藤田光一, 後藤拓磨, 白幡名香雄, 岩田恵典, 岡部純弘, 原　和生, 橋本裕輔, 桑谷将城, 伊佐山浩通, 藤
森　尚, 正宗　淳, 幡丸景一, 下川敏雄, 岡崎和一, 竹山宜典, 山上裕機, 日本膵臓学会臨床研究推進委員会：超音波

内視鏡下組織採取後の穿刺経路腫瘍細胞播種に関する全国調査. Gastroenterological Endoscopy 66(3): 312-326,
2024.
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宮明寿光,中尾康彦,福島真典,原口雅史,佐々木龍,三馬　聡,中尾一彦：【今推しの肝胆膵研究手法と疾患モデル】

肝胆膵研究を推進する新しい研究手法 AI digital pathologyによる肝組織線維化診断 FibroNest. 肝胆膵 89(2): 209-
214, 2024.
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山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

山口直之・准教授 代議員 日本消化管学会

中尾一彦・教授 内科チェアマン 長崎大学病院

宮明寿光・准教授 評議員 日本消化器病学会

山口直之・准教授 九州支部理事 日本消化管学会

山口直之・准教授 難治癌対策委員 日本消化器病学会

山口直之・准教授 学会評議員 日本消化器内視鏡学会

宮明寿光・准教授 評議員 日本肝臓学会

山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

宮明寿光・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

宮明寿光・准教授 西部会評議員 日本肝臓学会

中尾一彦・教授
保健医療対策協議会がん対策部会大腸がん
委員会委員長

長崎県

中尾一彦・教授 特定疾患審査委員 長崎県

中尾一彦・教授 肝炎対策協議会委員 長崎県

中尾一彦・教授 西部会評議員 日本肝臓学会

中尾一彦・教授 評議員 日本肝臓学会

中尾一彦・教授
インターフェロン治療に係る医療費助成認
定協議会委員

長崎県

中尾一彦・教授 世話人 日本肝細胞研究会

中尾一彦・教授 国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県

中尾一彦・教授 幹事 日本肝癌研究会

中尾一彦・教授 世話人 日本肝癌分子標的治療研究会

中尾一彦・教授 欧文誌編集委員 日本肝臓学会

中尾一彦・教授 肝臓専門医制度審議会委員 日本肝臓学会

中尾一彦・教授 社団評議員 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・教授 卒後教育委員会担当理事 日本消化器病学会

中尾一彦・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・教授 九州支部監事 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・教授 財団評議員 日本消化器病学会

中尾一彦・教授 利益相反委員副担当理事 日本消化器病学会
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松島加代子・教授 食と消化器病委員会 日本消化器病学会

松島加代子・教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

松島加代子・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

松島加代子・教授 九州支部評議員 日本内科学会

松島加代子・教授 キャリア支援の会委員長 日本消化器病学会

松島加代子・教授
医学教育モデルコア・カリキュラム調査研
究チーム委員

日本医学教育学会

松島加代子・教授 代議員 日本医学教育学会

小澤栄介・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

小澤栄介・講師 評議員 日本胆道学会

松島加代子・教授 社会保険審議委員会 日本消化器病学会

松島加代子・教授 部会長 日本医学教育学会臨床研修部会

松島加代子・教授 副委員長 日本医学教育学会 多様性推進委員会

松島加代子・教授 理事 日本医学教育学会

松島加代子・教授 評議員 日本レーザー医学会関西支部

小澤栄介・講師 認定資格制度審議委員 日本胆道学会

松島加代子・教授 代議員 日本東洋医学会長崎県支部

小澤栄介・講師 学術評議員 日本消化器病学会

三馬　聡・講師 支部評議員 日本消化器病学会

小澤栄介・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

山口直之・准教授 ガイドライン小部会（薬剤性消化管障害） 日本消化管学会

赤澤祐子・教授 評議員 日本内科学会

小澤栄介・講師 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

赤澤祐子・教授 ダイバーシティ未来構想委員会 長崎大学ダイバーシティ推進センター

三馬　聡・講師 西部会評議員 日本肝臓学会

赤澤祐子・教授 評議員 日本解剖学会

赤澤祐子・教授 編集委員 雑誌 Helicobacter Research

赤澤祐子・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

赤澤祐子・教授 代議員 日本ヘリコバクターピロリ学会

山口直之・准教授 九州・沖縄支部幹事 日本消化管学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

中尾一彦・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「活性化肝星細胞におけるSOCS3のエピジェネ
ティック抑制とSTAT3の活性化亢進」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

中尾一彦・教授 厚生労働省 分担

厚生労働行政推進調査費補助金（エイズ対策
政策研究事業）
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する
肝移植を含めた外科治療に関する研究

猪股寛子・助手 九州支部評議員 日本消化器病学会

猪股寛子・助手 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・教授 日本医療研究開発機構 分担

肝炎等克服実用化研究事業　肝炎等克服緊急
対策研究事業
肝硬変患者のQOLの向上及び予後改善に資する
研究

髙橋孝輔・助教 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

塩田純也・助教 診療録管理委員会 長崎大学病院

髙橋孝輔・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

佐々木　龍・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

佐々木　龍・助教 西支部評議員 日本肝臓学会

髙橋孝輔・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

塩田純也・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

塩田純也・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

福島真典・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

福島真典・助教 西支部評議員 日本肝臓学会

田渕真惟子・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

田渕真惟子・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

北山　素・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

橋口慶一・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

橋口慶一・講師 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

橋口慶一・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

松島加代子・教授
鹿児島大学医学部医学教育評価委員会にお
ける委員

鹿児島大学医学部

橋口慶一・講師 学会評議員 日本消化器病学会

松島加代子・教授 代議員 日本ヘリコバクター学会

松島加代子・教授 臨床研修管理委員会委員 長崎医療センター臨床研修管理委員会
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赤澤祐子・教授
長崎県地域医療の研究支援を目
的とした医師団

分担
消化器癌病理組織の線維化AI解析による予後
予測推定

赤澤祐子・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「線維シグネチャーに基づくNAFLD肝発癌予測
のバイオマーカーの開発」

三馬　聡・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「活性化肝星細胞におけるSOCS3のエピジェネ
ティック抑制とSTAT3の活性化亢進」

松島加代子・教授 日本医療研究開発機構 分担

生体試料からの遺伝子発現プロファイルを用
いた食道がんサブタイプ分類と治療効果との
関連に関する臨床評価試験 付随研究 ～先行
研究とSUCCESS試験との統合解析

三馬　聡・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「複数の癌特異的代謝をターゲットとする新
規肝癌代謝薬創薬への基盤研究」

三馬　聡・講師 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)
「臓器によって効果が異なる細胞サイズ調節
遺伝子の作用点から理解する代謝と癌の関
連」

赤澤祐子・教授
2024年度 放射線災害・医科学研
究拠点 共同利用・共同研究

代表
近距離被ばく癌検体における遺伝子変異シグ
ネチャー解析

山口直之・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「若年者ピロリ検診の実装化とピロリ胃炎進
展メカニズムの解明」

赤澤祐子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「Colitic cancerの発症予測を可能とする腸
管幹細胞のゲノム不安定性解析」

中尾一彦・教授 日本医療研究開発機構 分担
「低分子化合物によるヒト肝前駆細胞を用い
た肝硬変治療」

中尾一彦・教授 日本医療研究開発機構 分担
「C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者
のアウトカムに関する研究開発」

赤澤祐子・教授
2023年度 放射線災害・医科学研
究拠点 共同利用・共同研究

代表

Metabolic dysfunction associated fatty
liver diseaseにおけるDNA損傷応答異常解析
を用いた癌リスク検出
Role of DNA damage response in Metabolic
dysfunction associated fatty liver
disease

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「線維シグネチャーに基づくNAFLD肝発癌予測
のバイオマーカーの開発」

山口直之・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)
「短寿命α線放出核種医薬品の内視鏡的局注
療法による消化器がん新規治療戦略の開発」

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「Colitic cancerの発症予測を可能とする腸
管幹細胞のゲノム不安定性解析」

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「活性化肝星細胞におけるSOCS3のエピジェネ
ティック抑制とSTAT3の活性化亢進」

中尾一彦・教授 日本医療研究開発機構 分担

再生医療実用化研究事業
「表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視
鏡治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせ
た革新的な術式の開発」

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「デジタルパソロジーによる病因に基づく非
アルコール性脂肪性肝疾患の病理像の探索」
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髙橋孝輔・助教 新日本先進医療研究財団 代表
膵癌オルガノイドを用いた迅速診断可能な新
規薬剤感受性試験の創出

中尾康彦・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「救急医療における深層学習を用いた腹部CT
画像AI診断補助システムの開発」

塩田純也・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　若手研究
「細胞サイズ増大因子Largenは潰瘍性大腸炎
における腸管再生を促進するか？」

髙橋孝輔・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「膵癌EUS-FNA検体を用いたex vivo培養シス
テム構築と新規薬剤感受性試験の確立」

髙橋孝輔・助教
長崎県医師会・長崎県医師会助
成金

代表
膵癌EUS-FNA検体を用いた培養システム構築と
新規薬剤感受性試験の確立

福島真典・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「デジタルパソロジーによる病因に基づく非
アルコール性脂肪性肝疾患の病理像の探索」

福島真典・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「セラミド含有exosomeを介した新規NASH進展
メカニズムの解明」

福島真典・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「線維シグネチャーに基づくNAFLD肝発癌予測
のバイオマーカーの開発」

福島真典・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「細胞外小胞が肝臓構成細胞へ与える影響か
らみるNASH治療標的の探索」

田渕真惟子・講師 一般社団法人 輔人会 代表

若手教育研究者のための助成金　臨床研究
「Artificial Intelligenceを用いた食道アカ
ラシアおよびその類縁疾患診断に対する教育
プログラムの構築」

赤司太郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)
「短寿命α線放出核種医薬品の内視鏡的局注
療法による消化器がん新規治療戦略の開発」

田渕真惟子・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「食道機能障害の早期発見：AI教育プログラ
ムの導入がもたらす可能性」

橋口慶一・講師 日本医療研究開発機構 協力

再生医療実用化研究事業
「表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視
鏡治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせ
た革新的な術式の開発」

佐々木　龍・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「肝細胞癌分子標的薬治療の有害事象予測モ
デルを組み合わせた新規効果予測」

佐々木　龍・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「EOB-MRIによる免疫微小環境推定モデルを用
いた肝細胞癌薬物療法の治療効果予測」

松島加代子・教授 日本医療研究開発機構 分担

生体試料からの遺伝子発現プロファイルを用
いた食道がんサブタイプ分類と治療効果との
関連に関する臨床評価試験 付随研究 ～外科
治療との関連についての解析

橋口慶一・講師 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「バイオ3Dプリンティング技術を応用した、
人工子宮構造体によるラット子宮の部分再
生」
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その他
 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

髙橋孝輔・助教 インパクト論文賞 長崎大学

EUS-guided fine-needle
biopsy sampling of solid
pancreatic tumors with 3
versus 12 to-and-fro
movements:
a multicenter prospective
randomized controlled
study.

髙橋孝輔・助教 日本消化器病学会雑誌特別賞 日本消化器病学会
胆道再建後の胆管炎に対して
胆管ステント抜去後に空気塞
栓症を発症した1例.

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

原口雅史・助教
令和６年度 長崎大学『インパク
ト論文賞』

長崎大学

Impact of low
pharyngeal/esophageal
pressure associated with
sarcopenia on
postendoscopic submucosal
dissection pneumonia in
patients with superficial
esophageal cancer.

小澤栄介・講師 市民公開講座
長崎新聞、西日本
新聞

2024年9月
「膵癌の早期発見　～up
to date～」

橋口慶一・講師 市民公開講座
長崎新聞、西日本
新聞

2024年9月
「内視鏡でできる！〜早期
発見と早期治療〜」

松島加代子・教授 市民公開講座
長崎新聞、西日本
新聞

2024年9月
「潰瘍性大腸炎!?クローン
病!?実は知っておくべき身
近な病気なんです。」

松島加代子・教授
医学教育の第一線で活躍、長
崎大学女性教授の原点に迫る

m3 2024年9月30日

長崎大学病院・医療教育開
発センターにおける研修医
および若手医師の育成につ
いて説明を行った。

松島加代子・教授
42歳で教授に。地元長崎のた
めに人をつなぎ「共育」を愉
しむ

m3 2024年10月31日

現在の取り組みや女性の働
き方などについて説明を
行った。

松島加代子・教授 指導医の育成を考える 医学界新聞 2024年11月30日

現代の指導医に求められる
素質と指導法について，研
修医だけでなく指導医の育
成について議論した。

宮明寿光・准教授 市民公開講座
長崎新聞、西日本
新聞

2024年9月
「お腹の病気」について正
しい知識を社会に発信し
た。

山口直之・准教授
消化器内視鏡で早期発見・早
期治療を

朝日新聞 2024年4月29日

内視鏡検診の早期発見・予
防を啓発して公衆衛生に貢
献した。

山口直之・准教授
食道がん・咽頭がんのリスク
と予防

読売新聞 2024年10月29日

内視鏡検査によるがん検診
の重要性をメディアで啓発
し、予防医療の推進に貢献
した。。

三馬　聡・講師 市民公開講座
長崎新聞、西日本
新聞

2024年9月
「あなたの肝臓は大丈夫？
～脂肪肝、ウイルス性肝
炎、肝癌について～」

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

宮明寿光・准教授
ALT30以上は受診を！
生活習慣の乱れの危険信号
「脂肪肝」

長崎新聞 2024年2月28日

「脂肪肝」の症状や治療、
予防について社会に発信し
た。

10


